
今
日
は
友
達
と

サ
イ
ク
リ
ン
グ
予
定
の

フ
ク
シ
く
ん

じ
ゃ
あ
、

行
こ
っ

か
！

そ
の
と
お
り
!!

過
信
は
禁
物
!!

市
街
地
も
走
る
し

交
通
ル
ー
ル
に

気
を
付
け
な
い
と
ね

大
丈
夫
だ
よ
！

自
転
車
の
運
転
に
は

自
信
が
あ
る
し
！

事
故
っ
た
ら

ど
う
し
よ
う
…

い
ざ
と
い
う

と
き
の
保
険
も

ち
ゃ
ん
と

考
え
て

お
こ
う
ね
！

で
も
、

い
ち
ば
ん
は
事
故
を

起
こ
さ
な
い
こ
と
！

ふ
た
り
と
も

安
全
運
転
で
ね
〜
！

事
故
を
起
こ
し
て

人
を
け
が
さ
せ
た
ら

賠
償
費
用
が

発
生
す
る
し
、

自
分
自
身
も

け
が
を
し
た
ら

入
院
費
や

治
療
費
、

休
業
中
の

生
活
費
も

必
要
な
ん
だ

交
通
事
故
は
全
体
的
に

減
少
傾
向
だ
け
ど
、

自
転
車
の
事
故
は
こ
こ
数
年

７
万
件
前
後
で
横
ば
い
な
ん
だ
よ

青
切
符
も

始
ま
っ
て

ル
ー
ル
が

厳
し
く
な
っ
て

い
る
し
ね
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うじいえよしみ／ FP 事務所ハートマネー
代表。遊びゴコロあるライフプランを共に
つくるファイナンシャルプランナー・キャリア
コンサルタント。「お金・いきがい・つなが
り・健康」のバランスが取れた100年人生
をサポートする。金融リテラシーの普及に
も努める。

氏家祥美 さん
教えてくれたのは……

青
切
符
や
自
転
車
事
故
…

万
が
一
に
備
え
た
準
備
を

今
年
の
４
月
、
自
転
車
に
も
青
切
符
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
、
自
転
車
事
故
を
起
こ
し
た
際
に
か
か
る
お
金
と
、

い
ざ
と
い
う
と
き
の
備
え
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

マネー
の

イロハ
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自
転
車
に
も
導
入
さ
れ
た

青
切
符
に
つ
い
て
知
っ
て
お
こ
う

自
転
車
事
故
を
起
こ
し
た
ら

賠
償
額
や
補
償
は
ど
う
な
る
？

自
転
車
事
故
に
備
え
て

考
え
て
お
き
た
い
保
険

１
・

２
・

３
・

　

警
察
庁
に
よ
る
と
、
過
去
５
年
間
の
自
転
車
事
故
の
件
数
は
約

７
万
件
で
ほ
ぼ
横
ば
い
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
対
自

動
車
事
故
の
割
合
は
少
し
ず
つ
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
対
歩

行
者
事
故
の
割
合
は
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

自
転
車
で
あ
っ
て
も
、
と
き
に
は
死
傷
者
を
出
す
大
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。
事
故
を
起
こ
す
と
、
法
律
上
の
責
任
を
負
い
、
相

手
方
に
対
す
る
賠
償
責
任
が
発
生
し
ま
す
。
賠
償
額
は
、
被
害
者

の
け
が
の
程
度
や
後
遺
障
害
の
有
無
、
自
己
の
過
失
割
合
な
ど
で

変
わ
り
ま
す
。
事
故
が
な
け
れ
ば
本
来
得
ら
れ
る
は
ず
だ
っ
た
逸

失
利
益
、
後
遺
障
害
の
慰
謝
料
、
将
来
の
介
護
費
用
な
ど
が
重
な

る
と
、
個
人
で
は
払
い
切
れ
な
い
よ
う
な
高
額
に
達
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
過
去
の
裁
判
事
例
を
見
る
と
、
子
ど
も
が
起
こ
し
た

自
転
車
事
故
に
対
し
て

９
０
０
０
万
円
以
上
の

賠
償
金
の
支
払
い
命
令

が
出
た
ケ
ー
ス
が
複
数

存
在
し
ま
す
。
子
ど
も

に
支
払
い
能
力
が
な
い

場
合
、
監
督
者
で
あ
る

親
が
支
払
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
自
転
車

事
故
で
は
運
転
者
本
人

が
け
が
や
後
遺
障
害
を

負
う
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
万
が
一
を
考
え
て
入

院
な
ど
の
補
償
に
対
す

る
経
済
的
な
備
え
も
し

て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　

自
転
車
事
故
に
よ
る
高
額
賠
償
に
備
え
、
自
治
体
に
よ
る
保
険

加
入
の
義
務
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
２
０
２
４
年
４
月
現
在
、
44

都
道
府
県
が
条
例
で
加
入
（
努
力
義
務
含
む
）
を
定
め
※2

、罰
則
こ

そ
な
い
も
の
の
、
そ
の
社
会
的
責
任
は
極
め
て
重
く
な
っ
て
い
ま

す
。
※
２
参
照:

国
土
交
通
省「
自
転
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
等
へ
の
加
入
促
進
に
つ
い
て
」

　

備
え
る
方
法
に
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
選
択
肢
が
あ
り
ま

す
。
一
つ
目
は
、
専
用
の
「
自
転
車
保
険
」
へ
の
加
入
で
す
。
相

手
へ
の
賠
償
と
自
身
の
け
が
へ
の
補
償
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
、

月
額
数
百
円
程
度
か
ら
ネ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ
ニ
、
自
転
車
販
売
店
な

ど
で
手
軽
に
加
入
で
き
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、「
個
人
賠
償
責

任
保
険
」
の
活
用
で
す
。
こ
れ

は
日
常
生
活
全
般
の
賠
償
事
故

を
カ
バ
ー
す
る
も
の
で
、
自
動

車
保
険
や
火
災
保
険
の
特
約
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
付
帯
保

険
と
し
て
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
大
の
特
徴
は
、
家
族
ひ
と
り

の
加
入
で
全
員
が
補
償
対
象
と

な
る
点
で
す
。

　

す
で
に
自
身
の
医
療
保
険
や

生
命
保
険
で
け
が
の
治
療
費
が

カ
バ
ー
で
き
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
特
約
な
ど
の
「
個
人
賠
償

責
任
保
険
」
で
相
手
方
へ
の
補

償
を
確
保
す
る
こ
と
が
、
コ
ス

ト
を
抑
え
つ
つ
補
償
の
重
複
を

防
ぐ
効
率
的
な
選
択
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

　

２
０
２
６
年
４
月
か
ら
、自
転
車
に
も
「
交
通
反
則
通
告
制
度
」

（
い
わ
ゆ
る
「
青
切
符
」）
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
自

転
車
の
交
通
ル
ー
ル
違
反
に
対
し
て
は
、
即
座
に
刑
事
罰
の
対
象

と
な
る
「
赤
切
符
」
か
、
法
的
拘
束
力
の
な
い
「
指
導
警
告
」
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
改
正
で
は
自
動
車
の
交
通
ル

ー
ル
違
反
と
同
様
に
、
反
則
金
を
支
払
え
ば
前
科
を
免
れ
る
「
青

切
符
」
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
切
符
の
対
象
は
16
歳
以
上
で
、
信
号
無
視
、
な
が
ら
ス
マ
ホ
、

右
側
通
行
、
傘
差
し
運
転
、
周
囲
の
音
が
聞
こ
え
な
い
状
態
で
の

イ
ヤ
ホ
ン
運
転
な
ど
が
対
象
で
す
。
違
反
者
に
は
、
警
察
官
か
ら

「
青
切
符
」
と
反
則
金
納
付
用
の
「
納
付
書
」
が
公
布
さ
れ
、
取

り
締
ま
り（
告
知
）を
受
け
た
翌
日
か
ら
原
則
７
日
以
内
に
、
金
融

機
関
か
ら
反
則
金
を
仮
納
付
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
仮
納

付
に
間
に
合
わ
な
け
れ
ば
、
交
通
反
則
通
告
セ
ン
タ
ー
に
出
頭

し
て
反
則
金
を
納
付
し
ま
す
。
期
日
ま
で
に
支
払
い
を
済
ま
せ

る
と
前
科
が
付
く
リ
ス
ク
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
期
日
ま
で
に
納

付
し
な
い
と
行
政
手

続
き
か
ら
刑
事
手
続

き
に
移
行
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、自
転
車
に
よ

る
ひ
き
逃
げ
、
酒
気

帯
び
運
転
、
あ
お
り

運
転
な
ど
特
に
悪
質
、

危
険
性
が
高
い
と
認

め
ら
れ
た
場
合
に
は

こ
れ
ま
で
通
り
「
赤

切
符
」
の
対
象
と
な

り
、
刑
事
罰
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

参照：警察庁交通局「自転車を安全・安心に利用するために 
ー自転車への交通反則通告制度（青切符）の導入ー 【自転車
ルールブック】」（令和7年9月）

出典：一般社団法人日本損害保険協会ホームページ「自転車事故と保険」

※著者調べ

（※1）判決認容額とは、上記裁判における判決文で加害者が支払いを命じられた金額です（金額は概算額）。上記裁判後の上訴等により、加害者が実際に支払う金額とは異なる可能性があります。

交通ルール違反の種類（一部抜粋）

判決認容額（※1）

［自転車での加害事故事例］

［自転車保険と個人賠償責任保険］

携帯電話使用等（保持）（通話、画面を注視など）

遮断踏切立入り

信号無視

通行区分違反（右側通行、歩道通行など）

公安委員会遵守事項違反（傘差し）

公安委員会遵守事項違反（イヤホン使用）

無灯火

軽車両乗車積載制限違反（二人乗りなど）

比較項目 自転車保険 個人賠償責任保険（特約など）

主な補償内容

補償の範囲

加入方法

月額費用の目安

示談交渉サービス

相手方への賠償＋自分のけが

加入者本人（家族プランなどもあり）

インターネット、コンビニ、
自転車販売店などで加入

300円～600円程度

付帯していることが多い

相手方への賠償のみ（原則）

家族全員が対象（同居親族・別居の未婚子）

自動車保険や火災保険等の特約
クレジットカードの付帯保険
100円～300円程度

補償内容による

9,521万円

9,330万円

12,000円

7,000円

6,000円

6,000円

5,000円

5,000円

5,000円

3,000円

男子小学生（11 歳）が夜間、帰宅途中に自転車で走行中、歩
道と車道の区別のない道路において歩行中の女性（62 歳）
と正面衝突。女性は頭蓋骨骨折等の傷害を負い、意識が戻
らない状態となった。（神戸地方裁判所、平成25（2013）年7
月4日判決）

男子高校生が夜間、イヤホンで音楽を聞きながら無灯火で自
転車を運転中に、パトカーの追跡を受けて逃走し、職務質問
中の警察官（25歳）と衝突。警察官は、頭蓋骨骨折等で約 2
カ月後に死亡した。（高松高等裁判所、令和2（2020）年7月
22日判決）

反則金額

事故の概要


